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ま
え
が
き

私
が
サ
イ
チ
ン
ガ
に
つ
い
て
研
究
を
始
め
た
の
は
、
一
九
八
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
内
モ
ン
ゴ

ル
師
範
大
学
大
学
院
で
、
日
本
占
領
時
代
の
徳
王
政
権
下
で
の
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
教
育
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
た
。
し
か
し
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
あ
る
す
べ
て
の
図
書
館
を
見
渡
し
て
も
、
私
が
研
究
す
る

テ
ー
マ
に
参
考
と
な
り
そ
う
な
資
料
と
し
て
は
、『
蒙
疆
年
鑑
』
と
数
篇
の
回
想
録
程
度
し
か
所
蔵
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
大
学
院
で
の
三
年
間
は
、
百
名
以
上
の
存
命
し
て
い
た
当
事
者
に
聞
き
取

り
調
査
を
行
う
こ
と
で
、
修
士
論
文
を
ま
と
め
る
し
か
な
か
っ
た
。

修
論
で
は
、
教
育
制
度
、
教
育
目
的
が
異
な
る
各
種
の
学
校
、
教
育
内
容
と
教
科
書
、
特
別
教
育
と
し

て
の
日
本
留
学
教
育
な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
中
国
で
は
「
奴
隷
化
教
育
」、「
植
民
地
教

育
」
と
し
て
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
た
日
本
占
領
地
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
民
族
へ
の
教
育
は
、
モ
ン
ゴ
ル

民
族
の
教
育
史
上
で
、
あ
る
意
味
で
特
別
な
発
展
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
。「
植
民
地
教
育
」
と
は
い
え
、

そ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
民
族
に
と
っ
て
は
啓
蒙
教
育
で
あ
り
、
近
代
教
育
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
教
育
に
よ

り
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
数
多
く
の
近
代
的
文
化
人
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
代
表
的
な
人
物
の
一
人
が
サ
イ
チ
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ン
ガ
で
あ
っ
た
こ
と
も
論
述
し
た
。

来
日
以
降
、
私
の
主
な
研
究
領
域
は
モ
ン
ゴ
ル
宗
教
史
と
日
本
占
領
時
代
の
徳
王
政
権
下
に
お
け
る
教

育
史
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
特
に
後
者
で
は
教
育
に
関
す
る
資
料
の
収
集
と
人
物
の
研
究
に
重
点
を
置
い
て

き
た
。
な
か
で
も
サ
イ
チ
ン
ガ
に
つ
い
て
は
継
続
的
に
そ
の
研
究
を
進
め
て
き
た
。

研
究
の
一
環
と
し
て
、
日
本
で
は
初
め
て
の
こ
と
だ
が
、
サ
イ
チ
ン
ガ
に
関
す
る
講
演
会
、
記
念
座
談

会
を
企
画
し
、
開
催
し
た
。
な
お
、
一
九
九
六
年
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
に

「
サ
イ
チ
ン
ガ
の
人
と
作
品
」
を
発
表
し
た
こ
と
で
、
日
本
で
も
サ
イ
チ
ン
ガ
に
関
心
を
持
つ
研
究
者
が

現
れ
始
め
た
。

ま
た
二
〇
一
〇
年
、
桜
美
林
大
学
北
東
ア
ジ
ア
研
究
所
が
刊
行
し
た
『
満
蒙
の
新
し
い
地
平
線
～
衛
藤

瀋
吉
追
悼
号
』
に
は
「
サ
イ
チ
ン
ガ
の
人
と
作
品
ー
日
本
統
治
時
代
を
中
心
と
し
て
」
を
掲
載
し
た
。

こ
う
し
た
研
究
活
動
の
成
果
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
に
は
モ
ン
ゴ
ル
国
か
ら
『
モ
ン
ゴ
ル
の
た
め
に
つ

と
め
た
詩
人
―
サ
イ
チ
ン
ガ
伝
』（
単
著
）
を
、
二
〇
一
四
年
に
は
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
か
ら
『
サ
イ

チ
ン
ガ
の
作
品
』（
監
修
・
解
説
）
を
出
版
し
た
。

二
〇
一
四
年
に
は
中
国
人
民
大
学
西
域
歴
史
文
化
研
究
所
の
協
力
に
よ
り
、
サ
イ
チ
ン
ガ
生
誕
一
〇
〇

周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
、
開
催
し
た
。
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iii まえがき

以
上
が
本
書
の
内
容
に
関
わ
る
私
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
活
動
で
あ
る
。

本
書
は
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
Ⅰ
部
の
「
サ
イ
チ
ン
ガ
の
人
と
作
品
」
は
、
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
同
名
の
論
文
を

大
幅
に
加
筆
、
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
近
年
、
中
国
と
モ
ン
ゴ
ル
国
及
び
日
本
で
発
見
さ
れ
た
サ

イ
チ
ン
ガ
に
関
す
る
資
料
と
研
究
成
果
を
活
用
し
な
が
ら
、
サ
イ
チ
ン
ガ
の
生
涯
と
作
品
を
よ
り
包
括
的
、

客
観
的
に
論
述
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

第
Ⅱ
部
の
「
文
学
テ
ク
ス
ト
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
喪
失
と
変
容
―
サ
イ
チ
ン
ガ
の
『
沙
原
・
我
が
故

郷
』
に
つ
い
て
」
は
、
二
〇
一
四
年
中
国
人
民
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
サ
イ
チ
ン
ガ
生
誕
一
〇
〇
周
年
記

念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
に
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
四
一
年
、
日
本
占
領
時
代
に
出
版
さ
れ
た
サ
イ
チ
ン
ガ
の
代
表
的
な
作
品
『
沙
原
・
我
が
故
郷
』

を
、
一
九
八
七
年
版
テ
ク
ス
ト
と
一
九
九
九
年
版
テ
ク
ス
ト
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
一
九
九
九
年
版
テ
ク

ス
ト
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
原
本
か
ら
の
削
除
・
加
筆
・
改
竄
し
た
意
味
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

第
Ⅲ
部
の
「
サ
イ
チ
ン
ガ
と
東
洋
大
学
」
は
、
中
国
人
民
大
学
西
域
歴
史
語
言
研
究
所
の
『
西
域
歴
史

語
言
研
究
集
刊
』（
二
〇
一
八
年
）
に
掲
載
し
た
論
文
を
基
と
し
て
い
る
。
サ
イ
チ
ン
ガ
の
東
洋
大
学
で
の
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勉
学
に
つ
い
て
、
か
な
り
誤
解
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
私
は
東
洋
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
た
サ
イ

チ
ン
ガ
の
成
績
表
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
サ
イ
チ
ン
ガ
の
履
修
し
た
三
七
科
目
と
そ
の
成
績
に
つ
い
て
触

れ
、
数
名
の
科
目
担
当
教
員
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
特
に
英
語
の
担
当
教
員
三
木
春
雄
教
授
の
影
響
に
つ

い
て
論
述
し
た
。

サ
イ
チ
ン
ガ
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
激
動
の
近
、
現
代
史
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
一
人
の
人
物
の

生
涯
は
、
も
の
の
み
ご
と
に
内
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
を
示
し
て
い
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
サ
イ
チ
ン
ガ
は
内

モ
ン
ゴ
ル
近
、
現
代
史
の
〝
歴
史
の
証
人
〟
と
も
言
え
る
。

　

一
個
人
が
歴
史
の
荒
波
を
乗
り
越
え
ら
れ
ず
、
時
勢
に
流
さ
れ
る
こ
と
は
た
び
た
び
起
き
る
。
サ
イ
チ

ン
ガ
も
内
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
の
流
れ
と
重
な
る
よ
う
に
、
対
立
と
矛
盾
、
妥
協
に
満
ち
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
い
や
だ
か
ら
こ
そ
モ
ン
ゴ
ル
人
に
と
っ
て
彼
は
ま
さ
に
、
正
し
さ
と
誤
ち
の
両
方
を
そ
の
身
に
背

負
い
す
ぎ
た
正
直
な
文
化
人
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

彼
は
中
国
全
土
に
わ
た
っ
て
吹
き
荒
れ
た
無
慈
悲
な
「
無
産
階
級
文
化
大
革
命
」（
一
九
六
六
～
一
九
七

六
）
の
混
乱
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
難
と
迫
害
を
加
え
ら
れ
な
が
ら
、
一
言
の
自
己
弁
明
も
で
き
な
い

ま
ま
、
沈
黙
の
な
か
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
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し
か
し
今
日
、
あ
ら
た
め
て
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
内
モ
ン
ゴ
ル
に
と
っ
て
二
〇
世
紀
半
ば
に
文
化
的
、

教
育
的
、
社
会
的
な
面
で
際
立
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
サ
イ
チ
ン
ガ
と
い
う
人
物
を
抜
き
に
し
て

語
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
私
は
サ
イ
チ
ン
ガ
が
内
モ
ン
ゴ
ル
の
文
化
的
、
社
会

的
な
発
展
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
功
績
を
残
し
た
の
か
を
、
彼
の
生
涯
と
作
品
を
通
し
て
あ
ら
た
め
て
考

え
て
み
た
い
と
思
う
。

�

二
〇
一
八
年
三
月
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サ
イ
チ
ン
ガ
（sayičungɤ-a

、
賽
春
嘎
、
一
九
一
四
年
二
月
二
十
三
日
～
一
九
七
三
年
五
月
十
三
日
）
は
、

内
モ
ン
ゴ
ル
で
最
も
著
名
な
作
家
、
国
民
的
な
詩
人
、
優
れ
た
翻
訳
者
、
内
モ
ン
ゴ
ル
現
代
文
学
の
創
始

者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
内
モ
ン
ゴ
ル
の
教
育
、
新
聞
、
出
版
事
業
と
民
間
口
承
文
芸
の
収
集
・

整
理
な
ど
の
分
野
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
で
あ
る
。

日
本
支
配
下
で
の
彼
の
文
学
作
品
、
そ
の
中
で
も
特
に
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
を
讃
え
、
モ
ン
ゴ
ル
民
族

の
復
興
を
呼
び
か
け
た
作
品
は
全
モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
文
学
史
上
、
特
別
な
地
位
を
占
め
て
い
る
と
言
え
る
。

　

遊
牧
民
の
家
に
生
ま
れ
た
彼
は
、
中
国
北
洋
軍
閥
と
国
民
党
の
統
治
及
び
日
本
軍
の
支
配
と
い
う
波
乱

と
激
動
の
時
代
を
み
ず
か
ら
体
験
し
、
さ
ら
に
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
国
（
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
）
へ

の
留
学
経
験
を
持
っ
て
い
る
。

彼
は
内
モ
ン
ゴ
ル
の
自
治
、
独
立
、
そ
し
て
全
モ
ン
ゴ
ル
の
統
一
の
為
に
積
極
的
に
言
説
を
発
表
し
、

社
会
的
に
活
動
し
た
。
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
成
立
後
は
、
同
自
治
区
の
文
化
的
な
建
設
に
か
け
が
え
の
な

い
役
割
を
果
た
し
、
多
く
の
実
績
を
残
し
た
。
歴
史
的
な
人
物
の
多
く
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
歴
史
の
変

転
、
時
代
の
変
化
に
際
し
て
、
精
一
杯
情
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
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3 第Ⅰ部　サイチンガの生涯とその作品

１　

少
年
時
代

（
１
）　

時
代
背
景

孫
文
の
清
朝
打
倒
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ
に
「
満
蒙
を
追
い
出
し
、
中
華
民
族
を
復
興
せ
よ（

１
）」

と
い
う

呼
び
か
け
が
あ
っ
た
が
、
一
九
一
一
年
に
起
き
た
辛
亥
革
命
は
満
州
人
支
配
の
清
王
朝
を
よ
う
や
く
打
倒

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
歴
史
的
な
政
治
的
変
動
に
応
じ
て
、
外
モ
ン
ゴ
ル（

２
）の
宗
教
主
ジ
ェ
ブ
ツ
ン

ダ
ン
バ
・
ホ
ト
ク
ト
が
外
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
を
宣
言
し
た
。
こ
れ
を
ロ
シ
ア
領
に
あ
っ
た
ブ
リ
ヤ
ー
ト
・

モ
ン
ゴ
ル
と
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
諸
地
域
が
積
極
的
に
支
援
し
た
。

　

独
立
を
宣
言
し
た
ば
か
り
の
外
モ
ン
ゴ
ル
は
、
一
九
一
二
年
の
冬
、
内
モ
ン
ゴ
ル
と
の
統
一
を
め
ざ
し

て
、
軍
隊
を
派
遣
し
て
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ
ン
チ
ャ
ブ
、
チ
ャ
ハ
ル
、
シ
リ
ン
ゴ
ル
、
ジ
ョ
ー
オ
ダ
な

ど
の
地
域
に
入
っ
た
。
し
か
し
翌
年
、
バ
ト
ハ
ー
ラ
グ
（
百
霊
廟
）、
ド
ロ
ン
ノ
ー
ル
（
多
倫
）、
林
西
で

中
華
民
国
軍
と
激
し
い
戦
闘
を
展
開
し
、
撤
兵
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　

そ
の
頃
、
大
ア
ジ
ア
主
義
を
謳
う
日
本
の
川
島
浪
速
が
北
京
に
入
り
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
近
代
化
の
先
駆

者
の
一
人
で
あ
る
グ
ン
サ
ン
ノ
ル
ブ
と
密
約
書（

３
）を
交
わ
し
た
。
分
散
さ
れ
て
い
た
内
モ
ン
ゴ
ル
の
諸
部
を
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統
一
す
る
た
め
の
機
関
を
設
立
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
密
約
に
従
っ
て
、
日
本
側
は
武
器
を
提

供
し
、
モ
ン
ゴ
ル
人
に
よ
る
軍
隊
を
組
織
し
て
、「
満
蒙
独
立
」
運
動
を
支
援
し
た
。

　

一
九
一
二
年
に
な
る
と
、
中
国
を
事
実
上
支
配
し
始
め
て
い
た
の
は
北
洋
軍
閥
で
、
新
し
く
生
ま
れ
た

中
華
民
国
は
軍
閥
間
の
争
い
が
絶
え
ず
、
統
一
国
家
と
は
名
ば
か
り
の
混
乱
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
の
軍
閥
が
政
権
を
牛
耳
っ
て
も
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
、
統
一
、
自
治
に
つ
い

て
は
ま
っ
た
く
認
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
も
外
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
さ
え
承
認
し
よ
う
と
は
し
な

か
っ
た
。
サ
イ
チ
ン
ガ
の
故
郷
で
は
、
外
モ
ン
ゴ
ル
と
統
一
す
る
た
め
の
中
華
民
国
軍
と
の
戦
い
は
長
く

続
い
た
。
そ
の
戦
闘
の
な
か
で
、
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
ム
ー
ト
ン
ガ
（
一
八
八
二
～
一
九
一
八
）
が
中
国
軍

に
捕
え
ら
れ
、
一
族
の
老
若
男
女
一
六
人
が
惨
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
し
か
し
モ
ン
ゴ
ル
草

原
で
は
そ
れ
で
も
な
お
民
族
の
独
立
を
求
め
る
戦
い
は
止
む
こ
と
な
く
続
い
て
い
た
。

　

当
時
、
内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
独
立
、
統
一
、
自
治
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
張
に
基
づ
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
動

き
が
発
生
し
て
い
た
。
こ
の
動
き
は
一
九
一
二
年
の
フ
ル
ン
ボ
イ
ル
の
独
立
を
始
め
、
東
モ
ン
ゴ
ル
の
独

立
、
チ
ャ
ハ
ル
の
独
立
、
そ
し
て
徳
王
に
よ
る
百
霊
廟
モ
ン
ゴ
ル
高
度
自
治
運
動
ま
で
、
一
連
の
自
治
要

求
と
建
国
運
動
は
、
一
九
四
七
年
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
政
府
成
立
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

サ
イ
チ
ン
ガ
は
こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
に
生
ま
れ
、
青
少
年
時
代
を
送
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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（
２
）　

一
生
の
信
条

　

サ
イ
チ
ン
ガ
は
一
九
一
四
年
二
月
二
十
三
日
、
モ
ン
ゴ
ル
大
ハ
ー
ン
の
直
系
部
族
の
末
裔
で
あ
る
チ
ャ

ハ
ル
・
ナ
イ
マ
ン
・
ホ
シ
ョ
ー
（
察
哈
爾
八
旗
）
の
グ
ル
フ
フ
・
ホ
シ
ョ
ー
（
正
藍
旗
）
第
一
ソ
ム
（
佐（
４
））

の
遊
牧
民
で
あ
る
キ
ヤ
ト
部
ボ
ル
ジ
ギ
ン
氏
の
ナ
ス
ン
デ
ル
ゲ
ル
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た（

５
）。
父
親
は
勤

勉
で
、
常
に
役
人
の
補
助
役
や
軍
役
に
就
か
さ
れ
、
競
馬
の
調
教
師
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
モ
ン
ゴ
ル
文
字

を
解
し
、
サ
イ
チ
ン
ガ
に
「
ド
ル
ジ
・
ゾ
ド
ブ
」
と
「
ツ
ァ
ガ
ン
・
シ
ヒ
リ
タ
イ
」
な
ど
の
仏
教
物
語
を

読
み
聞
か
せ
て
い
た
。
サ
イ
チ
ン
ガ
の
最
初
の
モ
ン
ゴ
ル
語
の
先
生
は
間
違
い
な
く
父
親
だ
っ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
母
親
の
ド
ン
ジ
マ
は
民
謡
や
物
語
が
得
意
で
あ
っ
た
。
祖
父
の
シ
ャ
ガ
ダ
ル
は
、「qoɤulai-

yin šaɤdar

」（
喉
シ
ャ
ガ
ダ
ル
）
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
歌
が
上
手
だ
っ
た
と
い
う
。
大
叔
父
は
人
徳
が
高
い

ラ
マ
医
師
で
あ
り
、
競
馬
の
調
教
師
で
も
あ
っ
た
。
サ
イ
チ
ン
ガ
は
、
大
叔
父
か
ら
も
モ
ン
ゴ
ル
文
字
や

仏
教
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
た
。
二
番
目
の
叔
父
ウ
レ
ゲ
ン
は
胡
弓
、
横
笛
、
琴
な
ど
の
楽
器
に
優
れ
、
祝

日
や
結
婚
式
な
ど
の
行
事
で
の
賛
辞
や
祝
福
辞
の
語
り
手
で
あ
り
、
地
元
モ
ン
ゴ
ル
相
撲
大
会
で
よ
く
優

勝
す
る
力
士
で
も
あ
っ
た
。

　

当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
一
般
家
庭
よ
り
サ
イ
チ
ン
ガ
の
家
庭
は
、
比
較
的
開
放
的
で
あ
り
、
伝
統
文
化
の
雰

囲
気
が
漂
う
家
庭
で
も
あ
っ
た
。
特
に
母
の
ド
ン
ジ
マ
の
民
謡
と
物
語
は
、
少
年
時
代
の
サ
イ
チ
ン
ガ
に
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多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
幼
い
頃
か
ら
受
け
た
伝
統
文
芸
、
と
り
わ
け
口
承
文
学
の
影
響
が
サ
イ
チ
ン
ガ

の
以
後
の
文
学
創
作
の
源
泉
と
な
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
彼
は
後
年
、
詩
人
と
し
て
そ
の
名
が
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、
伝
統
文
芸
か
ら
学
ぶ
、
即
ち
遊
牧
民
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
た
。
サ

イ
チ
ン
ガ
は
、「
父
の
語
る
物
語
と
母
の
歌
」
は
、
人
を
「
文
学
に
導
く
最
初
の
先
生
で
あ
る
。
幼
い
頃

に
受
け
た
影
響
は
消
え
ず
に
残
る（

６
）」

と
一
九
五
九
年
に
あ
る
文
学
青
年
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

サ
イ
チ
ン
ガ
は
六
人
兄
弟
の
次
男
で
あ
っ
た
。
当
時
の
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
習
慣
に
よ
っ
て
、
こ
の
家
の

長
男
と
三
男
、
五
男
は
そ
れ
ぞ
れ
七
才
頃
に
出
家
し
て
ラ
マ
寺
院
に
入
り
、
ラ
マ
僧
に
な
っ
て
い
る
。

サ
イ
チ
ン
ガ
は
両
親
か
ら
「
常
に
勤
勉
に
働
け
ば
生
活
が
で
き
る（

７
）」

と
教
え
ら
れ
、
幼
い
頃
か
ら
母
親

の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
た
。
弟
と
妹
の
子
守
を
し
た
り
、
燃
料
と
な
る
ア
ラ
ガ
ル
（
牧
草
を
食
べ
た
牛
の

乾
い
た
糞
）
と
柳
の
枝
を
拾
っ
た
り
、
家
畜
の
面
倒
を
見
た
り
し
て
い
た
。
秋
に
な
る
と
、
兄
弟
や
友
人

と
一
緒
に
近
く
の
沙
原
に
行
っ
て
韮
の
花
を
摘
み
、
そ
れ
を
漬
物
に
し
て
い
た
。

彼
は
両
親
か
ら
「
嘘
を
つ
い
て
は
い
け
な
い
。
他
人
の
物
を
盗
ん
で
は
い
け
な
い
。
他
人
の
為
に
善
行

を
積
み
、
自
分
自
身
を
大
切
に
し
な
さ
い（

８
）」
と
い
う
仏
教
的
な
家
庭
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
。
こ
れ
は
後

に
サ
イ
チ
ン
ガ
の
生
涯
の
信
条
と
な
っ
た
。
サ
イ
チ
ン
ガ
は
日
常
生
活
で
も
、
常
に
そ
の
信
条
を
実
践
す

る
こ
と
に
努
め
、
文
化
大
革
命
で
の
「
見
た
こ
と
も
、
聞
い
た
こ
と
も
な
か
っ
た
様
々
な
残
酷
な
拷
問（

９
）」
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を
受
け
た
非
常
時
に
お
い
て
も
、
彼
は
そ
の
信
条
を
貫
い
た
。

サ
イ
チ
ン
ガ
は
十
二
歳
の
時
、
家
族
か
ら
離
れ
、
所
属
ソ
ム
の
ザ
ン
ギ
（
中
国
語
の
音
訳
は
「
章
京
」

で
、
地
方
の
役
所
の
長
官
）
の
下
働
き
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
で
目
に
し
た
も
の
は
官
吏
た
ち
の
残
酷

さ
だ
っ
た
。

　

日
中
戦
争
終
結
後
、
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
（
現
モ
ン
ゴ
ル
国
）
に
留
学
し
て
い
た
サ
イ
チ
ン
ガ
は
、

一
九
四
七
年
五
月
二
日
に
「
我
が
学
校
」
と
い
う
詩
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
節
に
、

ア
ヘ
ン
の
煙
を

鼻
い
っ
ぱ
い
吹
き
出
し

見
る
た
び
に
睨
ら
ま
れ

残
忍
な
官
吏
だ
っ
た
。

官
吏
先
生
の
鞭
を

背
中
に
受
け
つ
つ

奴
隷
化
の
教
え
を

ふ
ら
つ
く
ま
で
覚
え
さ
せ
ら
れ
た（

（1
（
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�

（
チ
ョ
ル
モ
ン
訳
）

と
あ
る
。

　

サ
イ
チ
ン
ガ
が
ザ
ン
ギ
の
下
働
き
と
な
っ
た
の
は
、
父
親
と
叔
父
か
ら
少
し
習
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
語
を
、

更
に
学
習
し
、
自
分
の
も
の
に
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
官
吏
に
殴
ら
れ
る
と
い
う
体
験
が
、
外
の

社
会
に
初
め
て
飛
び
出
し
た
サ
イ
チ
ン
ガ
に
苦
い
認
識
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。「
私
は
自
分
の
家

で
、
両
親
と
一
緒
に
ず
っ
と
働
け
た
ら
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ
う（

（1
（

」
と
、
家
族
へ
の
恋
し
さ
を
募
ら

せ
る
一
方
で
、
抑
圧
さ
れ
ず
、
自
由
に
働
け
る
環
境
へ
の
憧
れ
を
強
く
持
つ
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　

体
罰
を
加
え
る
こ
と
に
た
め
ら
い
の
な
い
官
吏
先
生
の
と
こ
ろ
で
の
学
習
体
験
こ
そ
、
サ
イ
チ
ン
ガ
が

最
初
に
入
っ
た
「
学
問
の
場
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
モ
ン
ゴ
ル
で
の
伝
統
的
な
教
育
方
法
の
体
験
は
、
後
に

西
ス
ニ
ト
旗
で
行
っ
た
教
育
改
革
で
、
真
っ
先
に
体
罰
廃
止
の
実
現
に
向
け
て
行
動
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。

（
３
）　

沙
原
の
故
郷

　

サ
イ
チ
ン
ガ
の
故
郷
は
チ
ャ
ハ
ル
草
原
の
沙
漠
地
帯
に
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
に
は
沙
丘
、
沙
原
、
川
、
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